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火災・救急・救助は 119 番へ！  ������������	��
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昭和６０年２月から１８年間活躍した救助工作車に変わり、
新しい救助工作車が配備されました。
オレンジ服の消防救助隊が乗務します。

本署（七宝町）に配備
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For fire, medical emergency or rescue, dial 119

危
険
物
安
全
週
間
が
全
国
的
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る

危
険
物
は
、
一
般
家
庭
に
お
い
て
も
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

生
活
に
安
全
確
保
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
危
険
物
安
全
週
間
中
に
、
一
人

ひ
と
り
が
危
険
物
事
故
の
防
止
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
現
場
、
地
域
社
会

に
お
い
て
、
危
険
物
の
貯
蔵
、
取
扱
い

方
法
や
、
初
期
消
火
訓
練
を
実
施
し
て
、

有
事
の
際
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
身
近
に
あ
る
危
険
物（
ス
プ
レ
ー
缶
）

近
年
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
消
費
量
が
増

大
し
、
こ
れ
に
伴
い
ス
プ
レ
ー
缶
に
よ
る
火
災
・
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

�
内
容
物

ス
プ
レ
ー
缶
の
内
容
物
は
、
一
般
的
に
、
香
料
、
殺
虫
剤
及
び

整
髪
成
分
な
ど
の
目
的
成
分
、
目
的
成
分
を
噴
射
剤
と
混
ざ
り
や

す
く
す
る
た
め
の
溶
剤
、
そ
し
て
現
在
国
際
的
に
オ
ゾ
ン
層
の
保

護
を
目
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
噴
射
剤
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
用　

途

現
在
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
、
消
臭
制
汗
剤
等

の
人
体
用
品
、
室
内
消
臭
剤
、
洗
濯
用
品
等
の
家
庭
用
品
、
自
動

車
用
品
、
殺
虫
剤
、
塗
料
、
工
業
用
品
と
多
種
多
様
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

�
で
は
、
ど
う
し
て
ス
プ
レ
ー
缶
は
危
険
な
の
？

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
そ
の
使
用
方
法
や
保
管
方
法
を
誤
る
と
、
破

裂
な
ど
の
予
測
し
て
い
な
い
事
故
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
代

表
的
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一　

腐
蝕
に
よ
る
危
険
性

ス
プ
レ
ー
缶
の
九
十
八
％
は
本
体
容
器
が
金
属
製
で
、
外
表

面
の
み
で
な
く
、
内
部
か
ら
の
腐
蝕
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

二　

外
圧
に
よ
る
危
険
性

外
圧
に
よ
る
代
表
的
な
事
故
例
と
し
て
、
プ
レ
ス
パ
ッ
カ
ー

車
（
ゴ
ミ
収
集
車
）
の
火
災
が
あ
り
ま
す
。
外
圧
に
よ
る
ス
プ

レ
ー
缶
の
破
裂
か
ら
出
火
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
現
在
も
解
明
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
火
花
が
漏
れ
た
可
燃
性

ガ
ス
に
引
火
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三　

熱
に
よ
る
危
険
性

ス
プ
レ
ー
缶
に
は
一
部
を
除
き
、
可
燃
性
の
溶
剤
及
び
噴
射

剤
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
熱
を
加
え
る
と
、
缶
の
内

圧
が
高
ま
り
、
内
圧
が
缶
の
耐
圧
限
界
を
超
え
る
と
缶
は
破
裂

し
ま
す
。

四　

引
火
、
爆
発
危
険
性

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
そ
の
内
容
物
に
可
燃
性
ガ
ス
や
可
燃
性
液

体
が
含
ま
れ
た
も
の
が
多
い
。
火
源
に
向
け
噴
射
し
た
場
合
、

引
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
噴
射
剤
に
よ
っ
て
は
爆
発
範
囲
が

広
い
も
の
も
あ
り
、
危
険
性
が
高
い
。

五　

身
体
被
害
の
危
険
性

目
的
成
分
に
よ
っ
て
は
吸
入
に
よ
る
中
毒
症
状
、
皮
膚
接
触

に
よ
る
炎
症
等
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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危険物取扱者試験の予定
（平成１６年度）

公　　示　　日
試験の種類試 験 日区　分

願書受付期間

５／２４（月）
全種類７月１１日（日）第２回

６／７（月）～６／１１（金）

８／２３（月）乙種全類

丙　　種
１０月１０日（日）第３回

９／６（月）～９／１０（金）

問い合わせ先：海部東部消防本部予防課危険物係まで
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３月１日から３月７日まで「春の火災予防運動」です

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
国
・
地
方
を
通
ず
る

消
防
防
災
力
の
強
化
、
有
事
に
備
え
た
国
民
保

護
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
、
火
災
予
防
対
策
等

の
推
進
、
救
急
救
命
等
の
充
実
・
高
度
化
を
柱

と
し
た
平
成
十
六
年
度
消
防
行
政
重
点
施
策
の

四
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
重
点
施
策
の
主
旨
に
鑑
み
当
消
防
組

合
の
平
成
十
六
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て
、
管

内
住
民
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
次
の
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

一　

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り

（
一
）
自
主
防
災
体
制
の
強
化
の
推
進

防
災
意
識
の
高
揚
、
大
規
模
災
害
時
の

対
応
能
力
の
向
上
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
環
境
の
整
備
を
検
討
し
、
自
主
的

な
防
災
活
動
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
皆
様
へ
防
火
・
防
災
等

に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
自
主

的
な
取
組
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
二
）
総
合
的
な
防
災
対
応
力
の
充
実
強
化

防
災
対
策
の
総
合
的
な
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
構
成
町
と
の
防
災
訓
練
の
実
施

等
に
よ
り
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て

一
層
の
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

二　

消
防
防
災
行
政
推
進

（
一
）
消
防
力
の
充
実
強
化

各
種
災
害
に
適
切
に
対
処
し
、
住
民
生

活
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
消
防
自
動

車
等
の
充
実
強
化
を
重
点
的
に
推
進
し
ま

す
。

（
二
）
救
急
・
救
助
業
務
の
充
実
強
化

救
急
救
命
士
の
養
成
、
救
急
・
救
助
隊

員
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
救
急
救
命
士
制
度
の
一
層
の
充
実
強

化
等
に
よ
る
救
急
業
務
の
高
度
化
を
推
進

し
ま
す
。

（
三
）
総
合
的
な
防
火
安
全
対
策
の
推
進

高
齢
者
な
ど
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

を
大
幅
に
低
減
さ
せ
る
た
め
、
関
係
機
関
、

団
体
等
と
の
幅
広
い
連
携
の
下
に
防
火
安

全
対
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

（
四
）
危
険
物
施
設
等
の
安
全
強
化

最
近
の
経
済
・
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、

事
業
者
の
保
安
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
事
故
防
止
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

三　

予
防
業
務
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

（
一
）
住
宅
火
災
の
予
防

住
宅
用
防
災
機
器
等
の
実
効
あ
る
普
及

方
策
、
今
後
の
新
し
い
住
宅
防
火
対
策
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
図
り
、
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

（
二
）
消
防
広
報
の
充
実

防
火
思
想
の
向
上
を
図
る
た
め
、
春
・

秋
の
火
災
予
防
週
間
を
中
心
に
、
防
火
広

報
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

四　

職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て

消
防
大
学
校
を
は
じ
め
、
各
種
研
修
に
職

員
を
派
遣
し
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
近
隣
消
防
本
部
と
の
人
的
交
流

を
行
い
、
組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
度　

重
点
施
策　
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度　

一
般
会
計
予
算　
に
つ
い
て

去
る
平
成
十
六
年
二
月
三
日
七
宝
町
大
字
鯰

橋
地
内
の
熊
野
社
で
発
生
し
た
そ
の
他
火
災
に

お
い
て
、
火
災
を
早
期
に
発
見
、
街
頭
消
火
器

を
使
用
し
て
初
期
消
火
活
動
を
行
い
、
火
災
の

拡
大
を
未
然
に
防
い
で
頂
い
た
功
労
に
対
し
て
、

消
防
署
長
よ
り
、
七
宝
町
大
字
鯰
橋
二
丁
目
の

後
藤
利
生
さ
ん
に
、
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
の

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

初
期
消
火
活
動　
に
伴
い
、　

感
謝
状　
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。後 藤 利 生さん

行 事 名曜日日月
危険物安全週間日～土６～１２

６
第１２回ちびっこ消防広場（大治町）金２５
第６回納涼消防まつり（南分署）日１

８ 救助技術東海地区指導会（名古屋市消防学校）水４
全国消防救助技術大会（兵庫県消防学校）木２６
海部東部消防組合総合消防訓練水１９
第１０回消防競技大会（美和町）土２３１０
１１９番の日火９

１１
秋の火災予防運動火～月９～１５
年末特別警戒水～金２９～３１１２
海部東部消防組合消防出初式木６

１
文化財防火デー水２６
春の火災予防運動火～月１～７

３
消防記念日月７

平
成
十
六
年
度
海
部
東
部
消
防
組
合
一
般
会

計
予
算
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
六
年
度

海
部
東
部
消
防
組
合
主
要
行
事
予
定



広報海部東部消防第４２号 平成１６年６月１日　（４）

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�

�

�
	
�
�
�
�

昭
和　

年
か
ら　

年
間
活
躍
し
た
救
助
工
作

６０

１８

車
に
替
わ
り
、
新
し
い
救
助
工
作
車
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
緊
急
消
防
援
助
隊
の
登
録
車
両

で
あ
り
、
大
規
模
災
害
や
様
々
な
特
殊
災
害
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
最
新
の
機
材
が
装
備
さ
れ

て
い
ま
す
。 

こ
の
救
助
工
作
車
は
七
宝
町
大
字
遠
島
の
海

部
東
部
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▲

車
両
左
側

▲

車
両
右
側自

動
開
閉
シ
ャ
ッ
タ
ー
搭
載

▲

自
動
は
し
ご
昇
降
装
置　

三
連
は
し
ご
積
載

▲ＤＶＤナビゲーション

フロントウインチ（５ｔ）
▲

▲

照
明
塔　

最
大
高
さ　

ｍ
３.５

▲

４
Ｗ
Ｄ
・
Ａ
Ｂ
Ｓ
装
置
搭
載

東海地震、東南海地震、南海地震、防災対策を　みんなで！
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平
成
十
六
年
四
月
一
日
の
申
請
か
ら
要
介
護

認
定
有
効
期
間
の
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
、
左

表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

 

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成
十十十十十十十十十十
六六六六六六六六六六
年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度

平
成
十
六
年
度 

介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計

介
護
保
険
特
別
会
計　
 

（（（（（（（（（（
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
とととととととととと

（
事
業
と
予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算
））））））））））にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

予
算
）に
つ
い
て

（
一
）　
審
査
判
定 

組
合
構
成
町
か
ら
要
介
護
認
定
の
申
請
件
数

を
、
約
三
千
百
件
と
見
込
み
介
護
保
険
審
査
判

定
事
務
を
行
う
。

（
二
）　
事
務
の
効
率
化 

海
部
東
部
四
町
連
携
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
は

四
年
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
有
効
活
用
し
、
介
護

保
険
事
務
の
効
率
化
を
図
る
。

（
三
）　
認
定
調
査 

今
年
度
か
ら
、
管
内
す
べ
て
の
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
公
正
で
効
率
的
か

つ
迅
速
な
認
定
調
査
を
実
施
す
る
。

（
四
）　
採　

用 

認
定
調
査
業
務
の
充
実
を
図
る
た
め
、
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
採
用

す
る
。 

 

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専
門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

介
護
支
援
専
門
員
募
集
！

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
行
う
際
に
必
要

な
認
定
調
査
等
を
行
う
業
務
で
す
。

一　

勤
務
時
間

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

二　

資
格
要
件

普
通
自
動
車
運
転
免
許

介
護
支
援
専
門
員

三　

申
込
期
間

平
成
十
六
年
六
月
一
日（
火
）か
ら

平
成
十
六
年
六
月
十
五
日（
火
）ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
）

四　

提
出
書
類

履
歴
書（
書
類
指
定
）・
資
格
証
明
書
等

の
写
し

五　

選
考
方
法

面
接
・
論
文
及
び
書
類
審
査

六　

面
接
日

後
日
連
絡
し
ま
す
。

七　

問
い
合
わ
せ
先

海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
保
険
認
定
審
査
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

四
四
九
―
〇
八
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

四
四
九
―
〇
八
〇
二

火災・救急・救助は 119 番へ！  ������������	��
��
������
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介
護
保
険

認
定
審
査
会
事
務
局
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Ｑ　

昨
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
で
救
急
救
命
士

の
こ
と
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

海
部
東
部
消
防
本
部
で
は
、
何
名
の
救
急
救

命
士
が
み
え
ま
す
か
。

Ａ　

海
部
東
部
消
防
署
に
は
十
七
名
の
救
急
救

命
士
（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
）
が
い

ま
す
。
現
在
、
よ
り
一
層
救
急
業
務
の
充
実

を
さ
せ
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
養
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

 Ｑ　

救
急
車
を
呼
ぶ
と
消
防
車
が
来
る
の
は
ど

う
し
て
で
す
か
？　
こ
な
い
時
も
あ
る
よ
う

で
す
が
。

Ａ　

こ
れ
は
、
先
行
救
急
シ
ス
テ
ム
と
い
い
、

平
成
十
二
年
十
月
か
ら
各
消
防
拠
点
（
本
署
、

分
署
）
に
配
備
の
救
急
車
が
出
動
中
の
と
き
、

一
一
九
番
通
報
時
の
内
容
か
ら
緊
急
性
が
あ

る
と
判
断
し
た
と
き
最
寄
り
の
署
か
ら
消
防

車
を
出
動
さ
せ
、
よ
り
早
く
応
急
処
置
を
施

す
た
め
に
実
施
し
て
い
る
体
制
で
す
。
救
急

出
動
は
、
増
加
の
傾
向
が
著
し
い
で
す
。

 Ｑ　

近
年
車
両
火
災
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
放

置
車
両
の
火
災
が
多
数
を
占
め
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
警
察
及
び
土
木
事
務
所
等
と
連

絡
を
密
に
し
て
早
期
撤
去
を
、
駐
車
違
反
等

に
向
け
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ　

昨
年
、
道
路
等
の
放
置
車
両
が
燃
え
た
火

災
（
そ
の
他
の
火
災
）
は
、七
件
発
生
い
た
し

ま
し
た
。
出
火
原
因
は
、
放
火
・
放
火
の
疑

い
が
殆
ん
ど
で
す
。
モ
ラ
ル
の
な
い
人
が
、

夜
間
人
目
が
無
く
な
る
時
間
帯
に
放
置
し
て

い
っ
た
も
の
で
す
。
関
係
機
関
と
連
携
を
し
、

い
ち
早
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
立
て

て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

火
災
の
原
因
の
第
一
位
は
、
放
火
と
い
う

こ
と
で
す
が
放
火
を
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
悪

い
の
で
す
が
私
た
ち
が
放
火
さ
れ
な
い
よ
う

に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
（
対
策
等
）

お
し
え
て
く
だ
さ
い
…
。

 
Ａ
�　

家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�　

夜
間
、
建
物
の
周
囲
や
駐
車
場
は
照
明

を
点
灯
し
て
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。

�　

空
家
、
物
置
に
は
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ

う
。

�　

車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー

は
、
防
炎
製
品
な
ど
の
燃
え
に
く
い
物
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

�　

地
域
ぐ
る
み
で
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

�　

ゴ
ミ
は
収
集
日
に
出
し
ま
し
ょ
う

Ｑ　

我
が
家
で
も
地
震
に
備
え
て
、
用
品
を
い

ろ
い
ろ
そ
ろ
え
て
い
ま
す
が
、
気
づ
い
た
時

に
水
な
ど
の
食
料
品
の
期
限
が
切
れ
て
い
た

り
…
。　

広
報
誌
で
時
々
持
ち
出
し
用
品
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
載
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
災
害
は
突
然

起
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
非
常
持
ち
出
し
品
の

チ
ェ
ッ
ク
や
避
難
場
所
確
認
を
し
な
け
れ
ば

と
広
報
誌
を
読
む
た
び
に
強
く
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
…
。

Ａ 
消
防
、
地
震
防
災
対
策
等
ご
質
問
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

送
り
先

〒
４
９
７
―
０
０
０
２

　

海
部
郡
七
宝
町
大
字
遠
島

字
十
坪
一
一
九
番
の
一

　
　

海
部
東
部
消
防
本
部　

生
活
安
全
課

ご
質
問
コ
ー
ナ
ー

使い捨てカイロ

便

利

品

ローソク・キャンプ用
燃
料
・
照
明

飲料水（１人１日３Ｌ）
食

料

品

ガムテープマッチ・ライター乾パン、クラッカー
筆記用具懐中電灯（電池も）レトルト食品・缶詰
裁縫セットカセットコンロ（卓上）調味料
新聞紙予備のガスボンベはし、スプーン、缶切り、ナイフ
ラップ預（貯）金通帳の写し

貴

重

品

下着
衣

料

品

ゴム手袋有価証券の写し衣類（長袖のもの）
ゴミ袋健康保険証の写し雨具
紙コップ・紙皿免許証・カード類タオル（大・小２種類）
ハンガー身分を証明できるもの毛布
携帯トイレ認印・印鑑など寝袋
トイレットペーパー携帯ラジオ（電池も）

防

災

用

品

三角巾（きん）

医

療

品

粉ミルク・ほ乳びん
そ
の
他

ヘルメット・防災ずきんなど包帯
紙おむつロープガーゼ
生理用品などバールばんそうこう
テントノコギリ・工具消毒薬

軍手ティッシュペーパー
防塵（じん）マスクウェットティッシュ
バケツ脱脂綿

常備薬

非常持ち出し品

家のまわりに燃えやすいものを置かない。

火災・救急・救助は 119 番へ！  ������������	��
��
������
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昨
年
末
以
降
、
県
内
各
地
に
お
い
て
消
火

器
の
不
適
切
点
検
ト
ラ
ブ
ル
等
の
発
生
事
例

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
過
去
の
状
況
か
ら
、

一
度
発
生
す
る
と
近
隣
地
域
一
帯
に
広
範
に

わ
た
っ
て
発
生
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

海
部
東
部
管
内
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
入
り
の
業
者
を
巧
妙
に
装
い
ま
す
。

�　

訪
問
前
に
電
話
を
か
け
て
信
用
さ
せ
ま

す
。

�　

本
社
か
ら
の
依
頼
の
よ
う
に
装
い
ま
す
。

点
検
の
承
諾
を
あ
い
ま
い
に
す
る
と
、
素

早
く
消
火
器
を
集
め
だ
し
ま
す
。　

�　

正
規
の
契
約
業
者
の
点
検
内
容
を
み
て
、

点
検
の
理
由
を
で
っ
ち
あ
げ
ま
す
。
内
容

を
説
明
せ
ず
、
一
見
合
法
的
な
書
面
に
署

名
、
捺
印
を
求
め
て
き
ま
す
。

�　

点
検
等
の
理
由
づ
け
が
記
入
さ
れ
た
一

見
合
法
的
に
見
え
る
契
約
書
を
提
示
し
て

き
ま
す
。

さ
あ
現
金
で
払
っ
て
も
ら
お
う
か
！

 ★　

身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る
。

★　

は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る
。

★　

契
約
書
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い
。
サ
イ

ン
を
し
な
い
。

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、
事
業
所
の
責

任
者
だ
け
が
知
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
業
員
全
員
の
方
々

に
注
意
を
喚
起
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
最
近
で
は
一
般
住
宅
に
ま
で
被
害

が
及
ん
で
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
お
持
ち
の
消

火
器
は
、
点
検
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ハ
ッ
キ
リ
お
断
り
く
だ
さ
い
。

☆
乙
種
防
火
管
理
講
習

（
海
部
東
部
消
防
）

日　

時　

平
成
十
六
年
七
月
五
日
（
月
）

　
　
　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

会　

場　

七
宝
町
大
字
遠
島

字
十
坪
一
一
九
の
一

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

（
二
階
講
堂
）

受　

付　

平
成
十
六
年
五
月
十
七
日（
月
）

〜
平
成
十
六
年
六
月
十
八
日（
金
）

☆
甲
種
防
火
管
理
講
習

（
海
部
津
島
地
区
）

日　

時　

平
成
十
六
年
十
月
五
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
六
日（
水
）

午
前
九
時
十
分〜

午
後
四
時
三
十
分

会　

場　

弥
富
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

弥
富
町
大
字
前
ヶ
平
字
河
北
四
三

☆
乙
種
防
火
管
理
講
習

（
海
部
津
島
地
区
）

日　

時　

平
成
十
六
年
十
月
十
三
日（
水
）

午
前
八
時
五
十
分

〜
午
後
四
時
四
十
分

会　

場　

七
宝
町
産
業
会
館（

二
階
大
会
議
室
）

七
宝
町
大
字
遠
島

字
十
坪
一
一
九
の
二

※
お
知
ら
せ

防
火
管
理
講
習
の
受
講
対
象
者
が
年
々
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
さ
ら
に
講
習

会
を
増
や
し
、
平
成
十
七
年
一
月
に
講
習
の

計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

海
部
東
部
消
防
本
部　

生
活
安
全
課

電
話
（
〇
五
二
）
四
四
二
―
一
六
〇
五

 
こ
の
ほ
か
海
部
東
部
消
防
本
部
・
消
防
署

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
火
災
予
防
、
地
震
防
災
、
火
災
・
救
急
・

救
助
出
動
件
数
等
の
身
近
な
情
報
を
掲
出
し

て
い
ま
す
。

火の用心　家族みんなの　合言葉（“Fire　Prevention-Every　Household’ s　Motto”）
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ご
注
意
！

高
額
な
消
火
器
の
訪
問
点
検
に
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点
検
業
者
の
手
口
は
…
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ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
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防
火
管
理
講
習
の
ご
案
内

防火管理者・消防計画・地震防災規程

URL
http://www.amatobu-119.jp
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毎
回
の
広
報
誌
で
本
当
に
勉
強

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。先
日
家
を
出

て
、少
し
し
た
所
で
消
防
車
を
見
か

け
、
家
の
方
向
に
向
か
う
所
を
見

か
け
、
少
し
心
配
に
な
っ
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。
火
事
が
少
し
で
も
減

る
と
い
い
で
す
ね
。

 

甚
目
寺
町　

星
野　

友
里

　
 

　

う
ち
も
お
隣
も
中
高
年
夫
婦
の

二
人
暮
し
な
の
で
お
互
い
何
か
の
時

は
声
を
掛
け
合
い
行
動
を
密
に
し

よ
う
と
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
何
か
が
な
い
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

大
治
町　

横
井
や
よ
み

　
 

　

我
家
で
は
外
に
常
時
バ
ケ
ツ
に

水
を
入
れ
「
火
災
の
初
期
消
火
の

た
め
」
く
み
置
き
に
し
て
お
り
、
乾

燥
注
意
報
や
風
の
強
い
日
は
、家
の

外
廻
り
に
水
を
ま
く
よ
う
に
心
が

け
て
お
り
ま
す
。

 

美
和
町　

瀧　
　

義
精

　
 

　

中
学
生
な
の
で
す
が
、
と
て
も

分
か
り
や
す
く
書
い
て
あ
る
た
め

（
広
報
誌
が
）
大
変
助
か
り
ま
す
。

留
守
番
の
時
の
火
災
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
油
断
で
き
な
い
の
で
、
気
を
つ

け
て
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

 

大
治
町　

堀
内　

芳
恵

近
頃
の
火
災
で
は
亡
く

な
る
人
が
多
い
の
に
は
大

変
残
念
で
す
。
我
家
で
も

台
所
に
消
火
器
を
置
い
て

火
の
元
に
は
特
に
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。

 
美
和
町　

柳
本
美
千
代

　
 

　

冬
場
は
何
か
と
火
の
元
に
気
を

つ
け
て
お
り
ま
し
た
。
外
出
の
際
に

は
特
に
、
家
の
中
を
一
通
り
チ
ェッ

ク
し
て
か
ら
出
か
け
る
よ
う
に
心

が
け
て
お
り
ま
す
。

 

七
宝
町　

酒
井　
　

明

　
 

　

私
は
夜
ラ
ジ
オ
を
小
さ
い
声
で

か
け
た
ま
ま
寝
ま
す
。
地
震
情
報

は
２
、３
日
に
一
度
全
国
ど
こ
か
で

有
り
ま
す
。
「
あ
わ
て
な
い
�
」

我
家
は
こ
れ
で
す
。

 

七
宝
町　

永
井　

君
代

　
 

　

広
報
に
新
ポ
ン
プ
車
配
備
と
記

さ
れ
迅
速
な
現
場
活
動
が
可
能
と

の
こ
と
。
安
心
致
し
ま
し
た
。
お
体

に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

ま
せ
。

 

甚
目
寺
町　

軽
部
田
鶴
子
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